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 つまり、IT 部門はビジネス全体
の成長に大きく貢献し、イノベー
ション、効率性、生産性を向上させ
ることができます。要するに、IT 部
門は競争上の優位性を獲得する上
で極めて重要です。

 ビジネスのイノベーションと成
長の要件に迅速に対応する場合で
も、オープンソースやハイブリッドク
ラウドのテクノロジーを使用する場
合でも、IT チームには、新しい機
会が生じたときに手法やデプロイ
方法を自動化し標準化するツール
を使用できるよう、単一のソリュー
ションに縛られることのない柔軟
性と自由が必要です。

 しかし、そのような最適化はス
イッチを切り替えるような簡単なも
のではありません。これには、先進
的なハイブリッドクラウド戦略の中
で堅牢で柔軟かつ効率的な IT 運
用を開発するという複雑なタスク
が含まれます。企業は IT 部門がビ
ジネスをサポートするために必要
なリソースを使用できるようにしな
ければなりません。自社の IT のア

現在の世界では、従来型のワークロードおよびアプリケーションから新しいテクノロジー
の統合やデプロイまで、ビジネス価値創出の可能性は IT 部門全体に存在しています。

はじめに

ジリティがより大規模な組織との
競争にどれだけ役立つかを明確に
する必要があります。複数のツール
セットとベンダー・ソリューション
の管理方法を理解する必要があり
ます。そして、これまでに獲得して
いる IT の運用効率を利用してイノ
ベーションに注力し、リーダー陣の
支援を受けて、IT をイノベーション
の中心として位置づける必要があり
ます。 

 これは簡単なことではありませ
ん。特に、すべて社内で行っている
場合や以前に同様の移行を試みて
挫折したことがある場合、思い通り
に拡張できないことがわかってい
るオープンソース・ソリューションを
利用している場合はなおさらです。

これらすべての要因から、移行は非
常に困難なものに思えるかもしれ
ません。

 しかし、最終的にはそれだけ
の価値があります。テスト済みで
信頼できるエンタープライズ向け
テクノロジーを使用することで、
ハイブリッドクラウド戦略に効率
性とセキュリティを組み込み、長
期的にコストを削減できます。 

その過程で必要なのは、信頼性が
テストで確認されているパートナー
です。

https://www.redhat.com/ja/success-stories
https://www.redhat.com/ja/success-stories
https://www.redhat.com/ja/success-stories
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 この e ブックでは、これらの各領域を精査し、各カテゴリにおけるビジネス上の
課題の解決に役立つツールと戦略について説明します。

 また、企業が選択するデプロイメントとインストールを IT 部門に統合するため
に、主要なハードウェア、ソフトウェア、システムインテグレーター、ソリューション・
プロバイダー、サービスプロバイダーの各パートナーからなるグローバルエコシステ
ムと Red Hat とのつながりがどう役立つかについても説明します。 

1  IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援) 「無料版と比較したレッドハットソリューション
のビジネス価値」、Doc#US47607721、2021 年 4 月。

3 つの主要な IT の柱を支えるために
役立つもの

多くの IT 部門にとって、モダナイゼーションの成功は、インフ
ラストラクチャ、自動化、アプリケーション開発という 3 つの
主要な領域にかかっています。

Red Hat の目標は、お客様がビジネスの課題を解決し、情報に基づいた意思決
定を行う支援をすることです。その内容は以下のとおりです。

コミュニティがサポートする無料のソフトウェア
ではなく、Red Hat のサブスクリプション・ソフ
トウェアを使用する企業は、100 ユーザーあたり 
17,195 ドルの利益を獲得しています 。

• 業界をリードするインフラストラ
クチャで強固な基盤を確立する

• 自動化を通じてより価値の高い
業務に注力できるよう IT 部門を
解放する

• Kubernetes とクラウドサービ
スを通じてアプリケーション開
発をモダナイズする

• セキュリティに重点を置きなが
ら市場の要求に迅速に対応する
ために、前述のいずれかまたは
すべてを実行する

• 使い慣れたテクノロジー、ツー
ル、サービスとの単純な統合を
実現する広範なパートナーエコ
システムのサポートを得る

1

https://www.redhat.com/ja/resources/idc-business-value-red-hat-solutions-compared-to-unpaid
https://www.redhat.com/ja/resources/idc-business-value-red-hat-solutions-compared-to-unpaid
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 すべてのシステムが共通の基盤を
共有していれば、システムは機能単
位で個々に独立することなく、必要
に応じて各種サービスを提供できま
す。また、IT リソースをインテリジェ
ントに共有できるため、より少ない
ハードウェアでより多くの作業を行
えるようになります。

 IT 環境の設計、管理、運用に対す
る時代遅れのアプローチがビジネス
の妨げになるケースは少なくありま
せん。 

強固な基盤がなければ
イノベーションを起こす
ことはできません

イノベーションはインフラストラクチャから始まる

 もしそうなら、それはあなただけ
ではありません。多くの組織はオ
ペレーティングシステムとそのバー
ジョン、サーバーのハードウェア構
成や、管理ツールなどを複雑な迷
路のように組み合わせながら成長
してきています。そのため多くの場
合、相互運用性の問題、複雑な管
理や手間のかかるプロセスを処理
するために熟練した大きな IT チー
ムが必要となっています。また、数
十年前に作成されたレガシープロ

インフラストラクチャが
手に負えないほど複雑に
なっているという状況が見
られますか？ 

セスは、競合がデジタルネイティブな
ビジネス向けに作成されたツールを使
用している間にも、今もなお存続してい
ます。

 そのような状況から生じるのが、時
間のかかるプロビジョニング、ダウンタ
イムの増加、セキュリティとコンプライ
アンスのギャップの拡大です。そうした
環境では、ビジネスに必要なサービス
を、求められる効率とスピードで提供
できないこともあり得ます。



6

 S O E  は、管理しているコン
ピュータが多く、複雑さを軽減した
い場合に役立ちます。SOE を使用
すると、IT チームはサーバーとワー
クステーションのデプロイメントお
よびメンテナンスを自動化できま
す。また、オペレーティングシステム
を標準化することで、ワークロード
がどこで実行されていても一貫して
運用できるようになります。

標準運用環境 (SOE) を見つける

 SOE の重要性を理解するため
に、先進的なエンタープライズが管
理するサーバーやワークステーショ
ンの数を考えてみましょう。その数
は数千から数万にも上ります。

 これらのシステムを手動あるい
は半自動の操作で行うとコストが
かかり、ミスも発生します。標準化
されていない場合、IT チームは複

DIY ソリューションとエンタープ
ライズ向けソリューション

 Linux® のような多くのオープンソースベースのオペレーティングシステムは、
無料でデプロイすることも、Red Hat のような企業を通じてエンタープライズ
向けにパッケージ化し標準化することもできます。一部の組織では無料のデ
プロイが選択肢になる可能性がありますが、有料のエンタープライズ向けオペ
レーティングシステムを使用すると、DIY アプローチを使用した場合には利用
できないサポート、より優れた管理、標準化されたセキュリティなどのメリット
が得られるため、長い目で見ればコストを節約できます。

SOE は、標準運用環境、つまり IT 部門が標準ビルドとして定義した、特定のコンピュータ・
オペレーティング・システムとソフトウェアのコレクションです。

詳細はこちら 
成功するための Linux 環境管理の方法を見る 

数のプラットフォームのデプロイや
メンテナンスのために、カスタムス
クリプトを作成せざるを得ません。
一貫性のない環境では複雑なメン
テナンス作業が必要になるため、か
かる時間とコストが増加します。ま
た、それを行うスタッフのトレーニン
グやサポートもより高額かつ複雑
になります。

https://www.redhat.com/ja/engage/linux-management-ebook-s-201912231121?percmp=7013a000002w0CJAAY
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 Red Hat Enterprise Linux は数百のパブリッククラウドプロバイダーおよび
サービスプロバイダーによる認定を受けており、安心感のあるクラウド環境へ
の移行をサポートします。 

 Red Hat Enterpr ise Linu x へのアドオンである  Red Hat S mar t 

Management は、物理環境、仮想環境、クラウド環境、エッジ環境、さらに
は接続されていない環境であっても、あらゆる Red Hat Enterprise Linux イ
ンフラストラクチャを大規模にプロビジョニングし維持管理するように作ら
れたインフラストラクチャ管理ソリューションです。SOE の定義とデプロイ
から環境全体へのパッチ適用、システムのアップグレードや廃棄まで、繰り返
しタスクを効率化することでシステム管理を単純化します。Red Hat Smart 

Management には、Red Hat Satellite と新しいクラウド管理サービスが搭載
されています。これらには脆弱性、コンプライアンス、およびシステム比較のた
めのサービスが含まれており、企業の環境のニーズに最適な管理ソリューショ
ンを柔軟に選択できます。

 Red Hat Enterprise Linux の成功を基に構築された Red Hat OpenShift® 

は、有数のエンタープライズ向け Kubernetes プラットフォームです。3

 Red Hat OpenShift は、深い専門知識に基づいてサポートされた、安全性
の高い Kubernetes プラットフォームを必要とする組織には一番の選択肢で
す。Red Hat OpenShift はコンテナのライフサイクルを自動化し、コンテナパ
イプラインにセキュリティを組み込み、DevOps チームをサポートします。Red 

Hat OpenShift は、ハイブリッド クラウド、マルチクラウド、およびエッジのデ
プロイメントを管理するフルスタックの自動運用機能を備えたエンタープライ
ズ Kubernetes コンテナ・プラットフォームであり、開発者の生産性を高め、イ
ノベーションを促進するために最適化されています。 

2  Red Hat 顧客データとフォーチュン 500 リスト、2021 年。
3  The Forrester Wave™：マルチクラウドコンテナ開発プラットフォーム、2020 年第 3 四半期、2020 年 12 月。

Red Hat のサポート内容：エンタープライズ向
けソリューションでより多くのことを行うために

Red Hat® Enterprise Linux は、世界をリードするエン
タープライズ向け Linux プラットフォームであり2、全業界
のあらゆる規模の企業において、世界で最も成功している
数万のビジネスアプリケーションの基盤になっています。

https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux?intcmp=7013a000002wJTCAA2
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/smart-management
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/smart-management
https://fortune.com/fortune500/
https://www.redhat.com/ja/engage/forrester-wave-multicloud-container-platform-analyst-material
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 このインフラストラクチャの強みは、Red Hat のパートナーエコシステムに
よってさらに強化され、Red Hat Enterprise Linux で認定されたパートナー・
ソリューションを使用して一貫した IT 基盤を単純化することで、組織が複数の
プラットフォーム管理という複雑性に対処できるようにします。これにより、企
業の IT 環境間ですでに使用しているテクノロジーとの統合がスムーズになり
ます。 

 Red Hat とそのパートナーはどちらも Red Hat テクノロジーのコンサルティ
ングサービスを提供しており、インフラストラクチャの計画、アップグレード、
スケーリングにおいてビジネスの中断を最小限に抑えられるよう支援します。
また、企業はマルチクラウド・インフラストラクチャをマネージドサービスとし
て提供することで設備投資を排除し、成長に合わせて費用を調整することが
できます。

エンタープライズ向けに強化され
たバージョンのオープンソースソ
フトウェアの場合、脆弱性が認識
されるとすぐにエンジニアチーム
がパッチを適用します。

 セキュリティを考慮したインフラストラクチャ 

エンタープライズグレードのインフラ
ストラクチャは、セキュリティの脆弱
性をもたらすヒューマンエラーの可
能性を低減するレベルの一貫性を備

えています。

適切なインフラストラクチャを選
択することで、組織のあらゆるとこ
ろにセキュリティの考え方を組み

込むことができます。
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 エッジコンピューティングは、ユーザーやデータソースに物理的に近い場所
で行われます。これによって待機時間が短縮され帯域幅が節約されますが、ク
ラウド・コンピューティングの能力を必要とするアプリケーションの複雑さが増
す可能性があります。 

エッジコンピュー
ティングとは 

 あなたの組織は、機能不全を防ぐ
ことに時間をかけすぎていて、イノ
ベーションに十分な時間をかけられ
ないのではありませんか？これはよ
くある問題です。

 IT 運用チームは、複数のプラッ
トフォームや複雑なテクノロジーレ
イヤーを使用して構築された、複雑
な IT アーキテクチャを管理してい
ます。また、レガシーな管理ツール
には限界があります。そうした環境
では個々のシステムを個別にコント
ロールする必要があり、プロプライ
エタリーな言語を使わなくてはなら
ず、既存のユースケースを拡張する
こともできません。その結果、チーム
の時間とエネルギーの大半が手作
業に費やされ、イノベーションや成
長が妨げられてしまいます。 

 自動化はあらゆる場面において、
コスト削減のための手段から戦略
的な必須事項へと進化しています。
データセンターからネットワークの
エッジに至るまで、自動化は IT がイ
ンフラストラクチャ、アプリケーショ
ン、ネットワーク、コンテナ、セキュリ
ティをサポートするのに役立ち、増

自動化によってビジネスのやり方を再定義できる

IT コンポーネントとタスクは人間の処理能力を超える速度で増殖する 

加したデータボリュームの管理にも
不可欠です。自動化は単なる新し
いテクノロジーの導入ではありませ
ん。自動化を成功させるには組織
内の文化的変化も必要です。 

 自動化の実装は、個々のチーム
が組織内で個別に分離した自動化
を行うのが原因で、断片的なもの
になることがよくあります。これは、
特定のチームにとって短期的には
時間とコストを節約できるかもし
れませんが、異なる自動化ツールが
互いに通信できない場合、それ自
体が非効率を生み出す可能性があ
ります。

 そこで、自動化へのアプローチを
計画する際は企業全体を対象とし
ましょう。さまざまな IT 部門が自
動化を標準化し、ユーザーがさまざ
まな方法で自動化を再利用できる
プラットフォームを使用すると、小
規模な自動化プロジェクトから始
められるうえ、企業にとって最も理
にかなったタイミングで拡張するこ
とが可能になります。 
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 冗長で日常的なタスクの自動化により、組織は新しいアプリケーションと
サービスの迅速で信頼できるロールアウトを実現し、ヒューマンエラーの可能
性を減らしてセキュリティとコンプライアンスのリスクを軽減し、運用コストを
削減できます。さらに、IT スタッフと予算を、よりビジネス価値の高い業務に充
てることができるようになります。 

以下の方法で自動化ファーストのアプローチを開始しましょう。

• 従業員の創意工夫と創造性を重視する

• 従業員に繰り返しタスクではなく、手間のかかる複雑な問題を解決するよ
うに指示する

• 組織内の摩擦を軽減する

自動化ファーストの方針を採る

自動化ファーストの方針を採ることで、動的に変化する現在のビ
ジネス環境に対応するために必要なアジリティと効率性を得るこ
とができます。

さらに詳しく見ていく準備
ができたら 
IT エグゼクティブのため
の自動化ガイドを読む 

https://www.redhat.com/ja/engage/executives-guide-automation-s-202101280545?intcmp=7013a0000026SfLAAU&extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001OH6uAAG&intcmp=7013a0000026TBgAAM
https://www.redhat.com/ja/engage/executives-guide-automation-s-202101280545?intcmp=7013a0000026SfLAAU&extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001OH6uAAG&intcmp=7013a0000026TBgAAM
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 Red Hat Ansible Automation 

Platform はエージェントレス・テ
クノロジーを使用しているため、自
動化の実装が容易になり、管理対
象のマシンのバックグラウンドでソ
フトウェアを実行する必要があり
ません。また、他の多くのオプショ
ンとは異なり、Red Hat Ansible 

Automation Platform は IT インフ
ラストラクチャ全体を自動化する
のに役立ちます。  

 Red Hat とそのテクノロジーパー
トナーのエコシステムは、Red Hat 

Ansible 認定コンテンツを提供し、
戦略的な自動化ソリューションを自
信を持って構築できるよう支援しま
す。100 を超える Red Hat Ansible 

認定コンテンツコレクションと、
Red Hat パートナーによって開発
およびサポートされている数千の

Red Hat のサポート内容：自動化に適した強固
な基盤を構築するために

Red Hat Ansible® 
Automation Platform：
構成、プロビジョニング、
ワークフローのオーケス
トレーション、アプリケー
ションのデプロイ、および
ライフサイクル管理を自動
化します。

モジュールがあります。これらの
認定済みコレクションおよびモ
ジュールは、主要なソリューショ
ンがすぐに使用できる「Ansible 

対応」であることを保証し、パー
トナーと顧客が Ansible コンテン
ツと Playbook を構築してアプリ
ケーション、ネットワーク、セキュ
リティ、クラウド、インフラストラ
クチャ、およびネットワークエッジ
製品にわたり自動化をスケーリン
グできるようにします。 

 また、マイクロソフトとの提携
を通じて提供される  Re d H at 

Ansible Automation Platform 

on Microsoft Azure は、Azure に
料金を支払うことで購入できるマ
ネージドオプションであり、お客
様の予算内のクレジットを使用で
きます。

パッチの適用を自動化することで
見落としや遅れが少なくなり、脆
弱性がより迅速かつ慎重に解消
されるようになります。

 セキュリティを考慮した自動化 

数万のエッジデバイスを構成
する場合、自動化によって各デ
バイスのセキュリティ脆弱性が
均等にテストされるようになり

ます。

セキュリティの脅威を検出して
軽減するツールに自動化を統
合することで、応答が自動化さ
れ、人間の反応を待つ必要がな

くなります。

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/azure
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/azure
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/azure
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従来のアプリケーション開発と先進的なアプリ
ケーション開発の違いは、同一のツールの機能や
速度が向上したバージョンを使用することだけで
はありません。

複雑さが軽減されたモダナイゼー 
ションを可能にするサービスを見つける

運用ソフトウェア：調達、人事、カス
タマーエクスペリエンス、その他のビ

ジネス機能を管理する

 他社と競い、勝ち抜いていくために、多くのビジネスでは次のような
デジタルアプリケーションが利用されています。 

顧客向けソフトウェア：顧客にセルフ
サービスの機能を提供し、直接的なデ
ジタルエクスペリエンスを提供する 

ビジネスインテリジェンス：大量の
データを知見に変換して健全なビジ

ネス上の意思決定を行う

予測分析：過去のデータを使用して
意思決定を導き出す 

インテリジェント・データサービス：エ
ンタープライズデータの移動、格納、お
よび変換、およびそうしたデータに基づ

く対応および学習を行う 

機械学習 (ML)：アプリケーションが
データから学習し、新しい情報を導

き出す

 コンテナ化などの新しいツールやテクノロジーを実装して可搬性、
柔軟性、アジリティを備えた開発を実現し、新たな手法、プロセス、
文化を導入してメリットを最大化することです。

 しかし、このようなアジャイルで先進的なアプリケーションの作成
は簡単ではありません。通常は、コンテナ化されたインフラストラク
チャへの投資と、それを管理するための専門的なスキルを持つ人材
が必要になります。古いモノリシックスタイルで設計されたレガシー
アプリケーションを使用している場合、それらのレガシーアプリケー
ションとビジネスプロセスを先進的なアーキテクチャに移行するの
は簡単ではなく、高額な費用がかかる可能性があります。
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 多くの組織は、顧客の期待がますます高まる市場で競争力を維持するために、
アプリケーションやサービスを構築、デプロイ、実行、更新するためのアプリケー
ション開発速度を向上したいと考えています。それにはコンテナ化された環境へ
の移行が役立ちます。 

 先進的なコンテナ環境で作業を開始するためのツールとサービスは多数ありま
す。しかし、それらのすべてが、現在の競争の激しい市場でアジリティを維持する
ために必要な相互運用性を備えているわけではありません。環境全体でアプリ
ケーションを実行できる柔軟性を提供する、オープン・ハイブリッドクラウド戦略
向けに構築されたコンテナと Kubernetes ソリューションを探しましょう。

 これらのコンテナ化されたアーキテクチャを実行するには専門知識が必要であ
り、IT インフラストラクチャの管理よりもアプリケーション開発に重点が置かれて
いる場合は始めるのが難しくなります。しかし、ビジネスがスタック全体を単独で
実行する準備ができていなくても、先進的なインフラストラクチャにアクセスする
方法は多数あります。そこで、Red Hat Cloud Services のようなクラウド・サービ
ス・プロバイダーが役に立ちます。

クラウドサービスは、サードパーティによってホストおよび管理される
インフラストラクチャ、プラットフォーム、およびソフトウェアのアプリ
ケーションです。 

クラウドでのサービスを見つける

 適切なクラウド・サービス・プロバイダーを使用すると、組織がプラッ
トフォームのインフラストラクチャの側面を気にかける必要はほぼなくな
ります。インフラストラクチャの管理、更新、およびメンテナンスの一部
または全部を外部のシステム信頼性エンジニア (SRE) に任せることで、
これらのエキスパートは責任を持って Red Hat Cloud Services ソリュー
ションの自動化と管理を行い、Red Hat OpenShift クラスタと補完的な 

Red Hat アプリケーションおよびデータサービスのデプロイと管理を自
動化します。そのため、組織はアプリケーションの迅速な開発に集中で
き、それらのアプリケーションの管理に関連する時間とコストを削減でき
ます。

クラウドサービスについての詳細：  
Red Hat OpenShift Cloud Services の Total 
Economic Impact™ (総合的な経済効果) を読む 

https://www.redhat.com/ja/products/open-hybrid-cloud
https://www.redhat.com/ja/resources/economic-impact-of-cloud-service-analyst-material?sc_cid=7013a000002qG1pAAE&gclid=EAIaIQobChMI28nzx87q9wIVxiCtBh3vrg-0EAAYASAAEgII9fD_BwE&gclsrc=aw.ds
https://www.redhat.com/ja/resources/economic-impact-of-cloud-service-analyst-material?sc_cid=7013a000002qG1pAAE&gclid=EAIaIQobChMI28nzx87q9wIVxiCtBh3vrg-0EAAYASAAEgII9fD_BwE&gclsrc=aw.ds
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 Red Hat OpenShift は、オープン・ハイブリッドクラウド戦略向けに構築
された、エンタープライズ対応 Kubernetes コンテナ・プラットフォームです。
ハイブリッドクラウド、マルチクラウド、エッジデプロイメントを管理する一貫
したアプリケーション・プラットフォームを提供します。OpenShift は、さま
ざまなタイプの組織向けのセルフマネージド・オプションで、またはマネージ
ド・クラウド・サービスの一部として利用できます。

 Red Hat Cloud Services には、熟練のサイト信頼性エンジニアリング 

(SRE) チームがサポートする最大規模のクラウド・プラットフォームで実行さ
れるフルマネージドのクラウドサービスと、クラスタのデプロイおよび日常的
な運用の管理が含まれます。また、Red Hat Cloud Services ではすべてのク
ラウド間でのエクスペリエンスが統一され、マネージド・アプリケーション・プ
ラットフォームと複数のパブリッククラウド上のアプリケーションが含まれ、
一貫した開発者、ライフサイクル、アップグレードのサポート、および一元化
された課金機能が提供されます。

 フルマネージドのパッケージが不要な場合は、Red Hat Application 

Services のクラウドサービスおよびミドルウェア製品ポートフォリオによっ
て、開発者、アーキテクト、IT リーダーは、アプリケーションの開発、統合、
自動化を行うことができます。このポートフォリオは、大規模でコスト効率の
高い方法でビジネスアプリケーションを開発、実装、および実行できるよう、
同時に設計されています。Red Hat Application Services は、オンサイト、ク
ラウド、または Red Hat OpenShift のようなコンテナ・プラットフォーム内で
も実行できます。

アプリケーション開発の
モダナイゼーションを検
討しているなら、Red Hat 
OpenShift は優れた最初
のステップです。

Red Hat のサポート内容：アプリケー
ション開発を加速するために

IT 運用チームへのプレッシャー
を排除する： サードパーティに
日々のプラットフォームのメンテ
ナンス、監視、そして更新の実行
のように重要ながらも日常的なタ
スクを処理してもらうことで、開
発チームは、ビジネスに利益をも
たらすアプリケーションの構築と
いう、自分たちが最も得意とする

ことに集中できます。 

 クラウド・サービス・パートナーを見つけるのは以下のような重要な理由からです 

より高い確実性と信頼性をもた
らす： クラウド・サービス・プロ
バイダーは、企業を予期せぬコ
スト負担から保護するサービス
レベル契約 (SLA) を提供し、
ミッションクリティカルなアプ
リケーションの信頼性を確保し

ます。 

アプリケーションの提供を高速
化する：理想的なクラウド・サー
ビス・プロバイダーは、企業がア
プリケーション開発をすぐに開
始できるように、自動化された
プロビジョニングおよび管理機
能と常に最新のインフラストラ
クチャを提供するため、インフラ
ストラクチャ開発から始める必

要がありません。 

https://www.redhat.com/ja/topics/cloud-computing/sre
https://www.redhat.com/ja/topics/cloud-computing/sre
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 これらはすべて Red Hat のパートナーエコシステムによってサポートされて
おり、Red Hat OpenShift で認定されたソフトウェア・ソリューションを提供
するため、あらゆる環境にアプリケーションをデプロイできる柔軟性と、ワー
クロードが安全でサポートされているという確信が得られ、大規模な自動化
が可能になります。

 Red Hat のパートナーエコシステムには、150 以上の Red Hat OpenShift 認
定オペレーターも含まれており、Red Hat OpenShift で事前にテストされてい
るコンポーネントを使用することで、アプリケーションのデプロイにおけるアジ
リティ、シンプルさ、信頼性を提供し、価値実現までの時間を短縮します。

 さらに、AWS (Red Hat OpenShift on AWS) および Azure (Azure Red 

Hat OpenShift) で Red Hat OpenShift のマネージドバージョンを利用でき
ます。これらは、マーケットプレイスのクレジットを使用してそれぞれのマー
ケットプレイスで購入できます。 

多くのクラウドサービスには、イ
ンフラストラクチャの更新とパッ
チ適用を担当するエキスパートが

います。

 セキュリティを考慮したクラウドサービス 

パッチ適用と更新は、継続的な監視
と並行して定期的に行われます。

クラウドサービスは相互に強力に統
合されているため、脆弱性が発生する
可能性のある場所が少なくなります。
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 最初のステップは、自分が思って
いるよりも簡単に始められること
を知ることです。組織が利用でき
るツールやサービスは数多くありま
す。また、エンタープライズグレー
ドのソリューションを使用すると、
エキスパートや自動化が IT インフ
ラストラクチャおよびデプロイメン
トの一部または全部を管理する一
方、チームはビジネスに専念できる
ため、時間と費用の両方を節約で
きます。

では、クリティカルパ
スはどのようなもので
しょうか？ 

IT 部門を成長促進の主要な貢献者にする

 また、Red Hat ソリューションを
選択するのであれば、Red Hat パー
トナーエコシステム全体で何千も
のパートナーが流動的に連携して
いることを知っておいてください。
つまり、お客様がすでに使用してい
るツールやすでに享受しているサー
ビスは Red Hat と連動する可能性
が高いため、それらを放棄する必要
はありません。
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